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早混５０年のあゆみ

第１章 草創 １９４８年～１９５５年

草創 １９４８～１９５５

ルーツは旧高師の「音楽」の授業（１９４８）

１９４５(昭和２０)年８月１５日、広島・長崎への原爆投下ののち、日本は連合

国のポツダム宣言の受諾によって降服。太平洋戦争は終戦となった。１９３１

。(昭和６)年から１４年続いた戦争の時代は終止符を打ち、平和はよみがえった

しかしその代償は大きく、２００万人以上といわれる人命が失われ、国内のイ

ンフラはほとんど壊滅状態であった。

焼け野原となった東京へ多くの人が帰ってきたが、厳しい耐乏生活を強い

られることになる。学内の諸施設の３分の２以上を空襲で破壊された早稲田大

。学に、戦地からまた学徒動員の工場から、生き残った学生たちが戻ってきた

こうした中で学園は、早くも９月８日に授業を再開している。 敗戦という歴史

の転機に当たって、軍国主義から民主主義へ、占領軍(アメリカ)の指導により、

日本の諸制度はコペルニクス的な大変革が行われていく。教育制度はその

大きな柱の一つであった。

旧制度の早稲田大学には、大学院、政治経済学部・法学部・文学部・商

学部・理工学部の５学部(３年)のほかに、その予科・旧制高等学校(２年)に相

当する第一・第二高等学院、専門学校に相当する専門学校と専門部(３年)の

政治経済科・法律科・商科・工科の４科、高等師範学校相当(４年)の高等師

範部など、四つの高等教育機関を有していた。

１９３９(昭和１４)年に早稲田大学は、他の私大に先駆けて、政経・法・文・

商・理工の５学部が女子の入学を認め、１９４５(昭和２０)年までに、文学部を

中心に５６名の女子学生が学んでいたが、男子と同条件というわけでなく、

特例としての措置であった。そんな中で、高等師範部は１９４６年４月、入試

が同等に行われる初めての男女共学制をとった。混声合唱が混声である限り、

女性(声)なくしては成り立たないので、早混成立の原点はここにある。そして

この年の新学期から、高等師範部に従来の国語漢文科・英語科・体育科の

ほかに社会教育科が新設されることになる。この社会教育科に選択科目とし

て、｢音楽」の科目が設けられ、同年１２月、作曲家梁田 貞 氏(ｐ ３２９参照).
やな だ ただし

が担当講師として迎えられた。

「音楽」の教室は、当時グランドピアノが置かれていた大隈講堂の地下控え

室で、受講生は２０人ほどであったという。他の教科の受講を妨げない配慮

から、早朝８時からの開始であった。この講義には新入学の女子がかなり参

加していて、授業の内容は歌唱指導や主に斉唱であったが合唱の時間があ

った。

被災した演劇博物館

１９４５年５月２５日の空襲により早稲田大学で
、 、 、は 恩賜記念館 大隈会館が全焼するなど

学内の各所が罹災した

梁田 貞

( １ ８ ８ ５～ １ ９ ５ ９ )

“童謡先生”との出会い
斎藤和哉（２期）

昭和２２年４月、入学と同時に音楽を選択した。梁田先生に初めてお会いしたのは、大隈
。 、 。講堂地下教室だった 明治から大正にかけての高名な作曲家だということは 後で知った

我々学生がお願いすると、先生は、気軽に美しいテノールで、歌ってくださった 「オール。
ド･ラングザイン」など、今も心に深く残っている。教え子は４万人とか。不肖私もその一人
となれた。まことに光栄である。
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梁田氏の指導法は、小学唱歌や人口に膾炙した世界民謡を、各パート別

に自分が歌って覚えさせ、あと皆に歌わせ合わせるというやり方であった。あ

るとき遅れてやってきた学生に、梁田が「バスですか」と聞いたところ、｢い

。いえ電車で来ました」と答えて大笑いになったというエピソードが残っている

戦後間もない混乱期に「音楽」を選択しようというのだから、音楽好きの学

生であったのは間違いない。

「僕のように全く楽譜の読めない素人から、旧制中学、旧制高女時代に合唱

、団に入っていた者もいたが、ピアノが弾ける人はいなかったと思う。復学生

新入生ごちゃ混ぜだったが、音楽に対する渇望は皆強かった」と、当時の雰

囲気を小林智人(２期)は語る。この梁田貞氏による音楽指導が、わが早稲田

大学混声合唱団の萌芽であった。

１９４８(昭和２３)年には女子学生も増えてきた。この年入学した村島真理子

(３期･現鵜飼)の話によると、前年から梁田氏の指導を受けた当時の２年生、

小林のほか岩崎勝二(２期)、鵜飼廣(３期)、斎藤和哉(２期)、大塚房子(２期･

現渡辺)などが中心になって、合唱団を作ろうという機運が高まり、早稲田大

学高等師範部混声合唱団が結成されたという。発足時は男声約１０名、女声

は４名ほど。歌う曲は市販の『合唱世界名曲集』を使って週１回練習した。

当時、学園にあった合唱団は、１９０７(明治４０)年にルーツをもつ音楽協会合

Column
埋 も れ て い た 「 高 師 混 声 」

早大混声の設立に直接かかわった先輩たちが卒業すると、特に記録を残さなかったためか、合唱団が

生まれた経緯は時が経過するとともに忘れ去られていった。

１９５８(昭和３３)年８月１０日に長野県小県郡丸子町で開かれた演奏会のプログラムには、｢合唱団の歴

史」と題した項目があり、その中に「昭和２３年創設(当時団員二十名程度 」とだけ書かれて、そのあ）

とは｢昭和２７年 合唱コンクール２位入賞」と記述が飛んでいる。

翌１９５９年３月１９日に名古屋市で開かれた演奏会のプログラムには、｢昭和２３年 教育学部学生会音

楽研究部として創立。当時団員二十名程度」と、昭和２４年の教育学部発足から使い始めた｢音楽研究

会｣の名称が不正確な形で記され、しかもそれが昭和２３年のことになっている。

１９６３年３月の演奏旅行のプログラムになると「早混のあゆみ 私達の早稲田大学混声合唱団の歴史

は、昭和２３年、学制改革により専門部高等師範(ﾏﾏ)が教育学部として発足することになったときに始まり

ます。新学制の下で教育学部に音楽科が存在していなかったために、音楽を愛好する諸兄輩は、何とか

してその歴史を残そうと、教育学部音楽研究会として、音楽科の使用していたピアノを借り受け活動をは

じめました」と、昭和２４年の教育学部発足時のいきさつがそっくり前年の出来事として記載されている。

このように「早混の誕生は昭和２３年に発足した教育学部音楽研究会……」という間違った記述が長く

続くようになった理由は定かではないが 「うちの創立は昭和２３年」という内容抜きの数字の言い伝えに、

｢音楽科のピアノをもらって屋根裏部屋で活動を始めた」という別ルートの情報が結びついて、当時の先

輩に確認することもなかったためではないだろうか。もう、戦後の学制改革の経緯を同時代の出来事とし

て実感できる世代ではなかった。その結果梁田貞による音楽の授業、旧制高等師範部混声合唱団という

昭和２３年の出来事は、埋もれてしまったのである。

早混草創期のＯＢ･ＯＧといっても、昭和２４年の「早稲田大学混声合唱団」の結成以降に参加した学

部生だと、高等師範部と梁田貞のことを直接は知らない。人によっては早混の誕生を屋根裏部屋のピア

ノから語ってしまう場合があるのは致し方ないことであろう。また、２０００年１１月に当時の関係者にインタ

ビューしたところ、社会教育科の選択科目である音楽の授業を「音楽科」と呼ぶ人がいた。もしかする

と、この「音楽科」という言い方が一人歩きして 「かつて早稲田には、音楽学科が存在した」という伝、

説が生まれてしまった可能性もある。

新制大学の発足は昭和２４年なのに、どうして２３年に教育学部音楽研究会があったのかと疑問視する

早混人も歴代いたが、真相は５０年以上たってようやく明らかになった。
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唱団(早稲田大学グリークラブ)だけであった。

この合唱団の記念すべき初舞台は、１９４８年の１１月２３日、高等師範部創

立４５周年記念祭であった。演奏曲目は定かでないが、｢テキストの『合唱曲

集』から有名民謡などを選んで歌った｣らしい。このとき梁田貞氏は指揮はせ

ず、急遽某オーケストラのバイオリニストに振ってもらったという。編成は男

声９名、女声は１０名であった(写真左)。実はこの年が高等師範部最後の年で

もあった。というのは１９４８(昭和２３)年でもって、明治以来の旧学制は終りを

告げ、翌年からは学制改革によって生れた六･三･三･四制による新制大学の

発足となるのである。

早稲田大学混声合唱団の誕生（１９４９）

１９４９(昭和２４)年４月、再発足した新制早稲田大学は、第一・第二政治経

済学部、第一・第二法学部、第一・第二文学部、教育学部、第一・第二

商学部、第一・第二理工学部の１１学部と付属高等学院という編成となり、高

等学院を除いてすべての学部は男女共学となった。高等師範部は教育学部

に衣替えし、旧制の高等師範部の学生は新制の同学年(旧制の１年生は新制

の１年生)に編入されて再スタートすることになる。また１年生には前年発足し

た新制高校１期生の男女も入学してきた。

ところで、新教育学部には音楽の科目はなかった。必然的に大学当局は

講師である梁田氏の職を解くことになる。しかし新学制になっても歌うこと、

ハモることの楽しさを知った仲間たちは、前年に発足した混声合唱団を存続

させ活動を続けることを考えた。そこで考えられたのが、音楽科のない教育

学部の研究団体として、｢教育学部音楽研究会」を設立し、その実践組織と

しての｢早稲田大学混声合唱団」が活動することである。メンバーは、学部

事務所に申請し、承認された。この間学部当局との折衝で、種々支援をした

のは、旧高師時代の教務主任中西秀男教授と教育学部滝口宏・助教授であ

った。教育学部音楽研究会といっても、混声合唱以外の活動はなく、教育学

部公認の団体として予算を得るための二枚看板であった。この体制は１９６２

(昭和３７)年まで続く。

創立時の早混の位置づけについて「学生会ニュース」( )は、教育1951.9.25
学研究会など他の９団体と共に、次のように紹介している。

学生会には研究部があり、研究部の各会は、高等師範部時代から各学科に直結す

る課外活動であることを原則とする点で学部の特色を出している。それらの会につい

て略記しておきたい。

混声合唱団(教育学部音楽研究会)

戦後いち早く高等師範部の同好の者が集まって創立した団体である。学部として

は音楽を持つことが必要でもあるが、機が熟さないので、教員学生の有志で開始し

た。混声は各大学を通じて数が少ないので、他学部の入会希望も多く、全学的規模

に発展しつつある。 (『早稲田大学百年史』)

新発足にあたって、学園の職を退いた梁田貞氏に改めて指導をお願いしよ

うと、有志が成城の自宅を訪問し懇請した。しかし梁田氏は、新制大学移行

に際しての大学当局の対応を不誠実と感じていたようで、承諾を得ることは

できなかった。

６月、専用の部室も当時の２号館(法学部･教育学部共同棟、現１号館)地下

に確保した。前年まで専門部工科が物置として使っていた部屋であったとい

う。第１回総会では、規約を定め役員を選任。岩崎勝二、斎藤和哉、村島

真理子の３人が運営委員(マネージャー)となった。運営委員といっても、雑

用をこなす全体の世話係といった感じであった。

高等師範部４５周年記念祭出演メンバー

１９４８年１１月２３日・大隈講堂

旧２号館(現１号館)

中西秀男教授
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新制度切り替えで留年の形となったためメンバーはかなり残っていたが、

まずは新団員の募集を始めた。特に女声団員の獲得は必須である。古い団

員名簿によると、入団月日最初の日付は６月２１日で総勢１１名。斎藤以下男

声７名、女声は村島以下４名が名を連ねている。ほとんどは高師時代からの

メンバーである２年・１年生が中心であったが、この年新制高校卒業生として

入学した平野雄彦(３期)や旧制東京外事専門学校(現東京外語大)を卒業して３

年に編入学した上田稔(１期)の名も見える。上田は以後、唯一の卒団１期生と

してその名が記されることになった。翌２２日に男１名、女３名の入団があった。

名簿では初年度の団員数は２０、パート別に見るとソプラノ２、アルト６、テナ

ー５、バス７の布陣である。

新生合唱団の初練習は、記録によればやはりこの６月２１日。場所は、か

つて音楽の授業を受けた大隈講堂の地下控え室であった。もちろん指導者は

いない。部員が集って音を合わせて適当に歌っているという状況であった。

｢女声は適宜ソプラノパートを歌っていた」という。ときには２年の伊藤隆や

。小川俊明(２期)がタクトを振ることもあったが、決まった指揮者はいなかった

７月１日、親睦ハイキングとして観音崎灯台へ出掛けている。このころから

“よく歌いよく遊ぶ”早混の伝統は生れていたわけだ。

梁田氏の担ぎ出しには失敗したが、やはり専門家の指導をということで、

小林が知り合いのつてで、国立音楽学校出の清水嘉介氏に７月から来てもら

うことになった。夏休み中もこの清水氏の指導で、１０人ぐらいの少人数なが

ら週１回集って練習をした。曲目はウェーバー「舟歌 、メンデルスゾーン」

｢緑の森よ」などであった。

この年にはまた、その後の合唱団活動の大きな基盤となった二つのエポッ

クがあった。部室の移動とピアノの獲得である。

９月、新学期が始まると、部室は同じ２号館の５階に移った。５階には通常

の教室はなく、いわゆる“屋根裏”であった。階段を上がったところに二つ

の部屋があり、その一つがあてがわれた。考古学専攻の滝口助教授が、

｢出土品の収納室が空くので使ったらどうか」と提案されたものである。部屋

の奥へ行くと屋根の傾斜があって低くなり、しゃがんで歩かなければならな

いが、それまでの部室より広く、入り口を左に曲ると屋根を切り開いたベラン

ダがあって、息抜きには絶好であった。

それまで使っていた控え室のピアノは高等師範部の什器で、新制移行と共

に所属がはっきりしていなかったため、当時の柘植曄事務主任から音楽研究

会に保管を打診される。新しい部室に移る機会に再度交渉して、｢保管を委

託される」という形(運搬費・調律費は団負担)で借り受けることになる。９月

２３日にこのピアノを地下から５階まで運び上げた。本体は専門業者が運んだ

が、取り外した脚やペダルなど付属品は部員が運び上げた。｢五階に素敵な

音楽室が出現した。これで毎日でもピアノのそばで歌うことが出来る｣(ｐ ２６.
参照)と鵜飼が書いているように、この「屋根裏部屋」と早稲田に２台しかな

いピアノ(もう１台は大隈講堂)は、１９６２(昭和３７)年に部室が移転するまで、

合唱団初期の団員にとっては、練習がないときでも気軽に立ち寄る憩いの場

であった。当時の団員は名簿上では２０名ほどいたが、常時練習に出てくる

のは１０人あまり、相変わらず女声は少なかった。

この年グリークラブ(当時の名称は音楽協会合唱団)は、第２回全日本合唱

コンクール学生の部で優勝したが、その後運営方針で意見の対立があって

分裂し、脱退組によって新たに早稲田大学コール・フリューゲルが結成され

ている。

観音崎へ親睦ハイキング

１９４９年７月１日


